
 

七
期
二
五
年
の
経
験
で 

く
ら
し
・
福
祉
・
教
育
の
充
実
め
ざ
し 

新
市
に
全
力
投
球
！ 
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届けます！ みなさんの声、 

三芳の声を南房総市へ
日
本
共
産
党
三
芳
支
部
は
、
四
月
一
六
日
告
示
・
二
三
日
投
票
で
行
わ
れ
る
南
房

総
市
議
会
議
員
選
挙
（
三
芳
選
挙
区
・
定
数
三
）
に
、
前
三
芳
村
議
会
議
員
の
溝
口
仁

氏
（五
〇
歳
）を
予
定
候
補
者
と
し
て
決
定
し
ま
し
た
。

 

日
ご
ろ
か
ら
大
変
お
世
話
に
な
っ
て
お

り
ま
す
。 

皆
様
の
暖
か
い
ご
支
援
で
村
議
会
に
送

り
出
し
て
い
た
だ
い
て
七
期
二
五
年
。
「
み

な
さ
ん
の
声
を
村
政
に
！
」 

を
モ
ッ
ト
ー

に
、
行
政
一
般
質
問
も
一
〇
〇
回
を
数

え
ま
し
た
。 

合
併
で
小
さ
な
三
芳
が
埋
没
し
な
い
よ

う
三
芳
の
声
を
新
市
に
届
け
、
議
会
の
様

子
（
三
芳
民
報
の
発
行
）
を
お
知
ら
せ
し

続
け
て
ま
い
り
ま
す
。  

 

 

し
か
し
合
併
で
、
住
民
サ
ー
ビ
ス
の
面
で

後
退
が
予
測
さ
れ
ま
す
。
特
に
「
子
育
て

支
援
」
の
施
策
は
大
幅
な
後
退
で
す
。
今

の
人
口
減
の
中
で
逆
行
し
て
い
ま
す
。
一

歩
一
歩
充
実
め
ざ
し
て
が
ん
ば
り
ま
す
。

 

合
併
後
も
、
初
心
に
立
ち
返
り
引
き
続

き
が
ん
ば
る
決
意
で
す
。
よ
り
一
層
の
ご

支
援
を
お
願
い
し
ま
す
。 

ご
あ
い
さ
つ
。 

み
な
さ
ん
こ
ん
に
ち
は
。 



 

「
三
芳
村
民
報
」
は
二
九
九
号
に
。 

 

村
議
会
の
様
子
を
お
知
ら
せ
続
け
て
き
た
「
三
芳
村
民
報
」
も
、
多
く
の

み
な
さ
ん
の
ご
支
援
に
支
え
ら
れ
て
二
九
九
号
に
な
り
ま
し
た
。
も
う
す
ぐ

三
〇
〇
号
を
迎
え
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。 

 

合
併
新
市
で
も
、
引
き
続
き
発
行
を
継
続
し
て
ま
い
り
ま
す
。 

待
っ
た
な
し
の
「
少
子
化
対
策
」 

 

新
し
く
誕
生
す
る
南
房
総
市
は
、
こ
の
十
年
間
で
人
口
が
四
二
〇
〇
人
も

減
少
し
て
い
ま
す
。
安
心
し
て
子
育
て
が
で
き
る
（
住
み
続
け
ら
れ
る
）
新

市
の
応
援
が
求
め
ら
れ
ま
す
。
し
か
し
合
併
で
、
こ
の
「
子
育
て
支
援
」
の

様
々
な
施
策
が
大
幅
な
後
退
を
し
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。 

○ 

国
民
健
康
保
険
の
出
産
育
児
一
時
金
の
支
給
額
は
、 

三
六
万
円
か
ら
三
〇
万
円
に
引
き
下
げ
で
す
。 

○ 

乳
幼
児
医
療
費
助
成
制
度
は
大
幅
な
後
退
で
す
。 

助
成
対
象
年
齢
が
就
学
前
ま
で
と
若
干 

引
き
上
が
り
ま
す
が
、
県
の
補
助
制
度
に 

上
乗
せ
し
て
い
る
三
歳
か
ら
の
通
院
・
入
院 

へ
の
助
成
は
、
一
ヶ
月
一
病
院
に
付
き
自
己
負
担 

分
が
一
〇
〇
〇
円
を
越
え
な
い
と
制
度
の
対
象
に
な
り
ま
せ
ん
。 

そ
の
上
償
還
払
い
方
式
へ
変
更
に
な
り
ま
す
。 

○ 

幼
稚
園
保
育
料
金
は
月
額
三
〇
〇
〇
円
か
ら
三
五
〇
〇
円
へ
と 

年
六
〇
〇
〇
円
の
負
担
増
で
す
。 

○ 

三
芳
小
学
校
一
年
生
を
対
象
に
、
村
独
自
で
臨
時
教
員
を
採
用
し
て
、
少

人
数
学
級
が
取
り
組
ま
れ
て
き
ま
し
た
。
新
市
で
は
、
そ
う
い
う
制
度
は

な
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
ま
た
、
幼
稚
園
学
級
編
成
基
準
は
、
国
の
基

準
ど
お
り
三
五
人
。
新
年
度
か
ら
三
芳
幼
稚
園
年
少
組
は
一
学
級
に
な
っ

て
し
ま
い
ま
す
。
新
市
で
も
少
人
数
学
級
推
進
に
頑
張
り
ま
す
。 

＊
制
度
・
補
助
（
支
給
）
額
の
復
活
を
求
め
頑
張
っ
て
い
き
ま
す
。 

一
般
質
問
の
回
数
も
一
〇
〇
回
に 

 

議
員
に
は
、
一
年
間
に
四
回
必
ず
開
か
れ
る
定
例
議
会
ご
と
に
、

村
政
一
般
に
つ
い
て
の
質
問
が
で
き
る
行
政
一
般
質
問
（
議
会
会
議

規
則
六
〇
条
）
の
機
会
が
あ
り
ま
す
。
四
年
間
の
任
期
中
に
十
六
回

の
機
会
が
議
員
一
人
一
人
に
与
え
ら
れ
て
い
ま
す
。 

日
本
共
産
党
の
溝
口
仁
議
員
は
、
今
年
の
三
月
定
例
会
で
、
こ
の

一
般
質
問
の
回
数
が
通
算
百
回
に
な
り
ま
し
た
。 

「
み
な
さ
ん
の

声
、
三
芳
の
声
を
市
政
に
！
」
引
き
続
き
南
房
総
市
に
届
け
て
ま
い

り
ま
す
。 

国
保
税
・
介
護
保
険
料
な
ど 

負
担
軽
減
に
取
り
組
み
ま
す
。 

 

高
く
て
払
い
き
れ
な
い
国
保
税
。
年
金
が
下
が
っ
て
い
る
の
に

介
護
保
険
料
負
担
は
大
変
で
す
。
来
年
度
か
ら
、
ま
た
引
き
上
げ

が
予
測
さ
れ
て
い
ま
す
。 

 

小
泉
内
閣
は
、
私
た
ち
庶
民
に
は
一
連
の
税
制
改
悪
で
負
担
増

を
押
し
つ
け
る
一
方
、
大
企
業
に
は
法
人
税
率
の
引
き
下
げ
な
ど

の
減
税
。
消
費
税
の
増
税
を
も
目
論
ん
で
い
ま
す
。 

 

み
な
さ
ん
と
力
を
合
わ
せ
て
、
国
保
税
・
介
護
保
険
料
な
ど
の

負
担
軽
減
に
頑
張
っ
て
行
き
ま
す
。 

○
三
芳
の
特
徴
あ
る
農
業
を
推
進
し
ま
す
。 

○
山
名
川
の
改
修
を
促
進
し
ま
す
。 

○
水
道
未
給
水
地
域
解
消
に
努
め
ま
す
。 

○
イ
ノ
シ
シ
な
ど
鳥
獣
駆
除
を
進
め
ま
す
。 

○
戦
争
史
跡
保
存
と
活
用
を
推
進
し
ま
す
。 
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